
昨年１１月に発表された「東芝Ｎｅｘｔプ

ラン」にもとずき、(株)東芝と分社された東

芝グループ各社では新しい経営施策が実施さ

れています。

東芝の職場を明るくする会の門前配布ビラ

やホームページをみた方からは、アンケート

への回答や相談電話が寄せられています。

東芝Nextプランは、粉飾決算とアメリカ原

発事業の巨額損失という経営の大失敗を克服

し、新事業をお

こして社会貢献

の道へ切りかえ

る計画です。

東芝グループ

企業で働く労働

者にとっては、

生活と権利を守

り向上させるべ

き計画です。

会社は、４つの改革を打ち出しました。

① 構造改革：海外原発・ＬＮＧ事業から撤退、

人員適正化・生産拠点と子会社の再編

② 調達改革：直接材・間接材の原価率の低減

③ 営業改革：体制強化、受注時の審査拡充

④ プロセス改革：ＩＴ基盤整備の投資、

このなかには「５年間で７０００人の人員

削減、自然減を中心に」という方針があり、

東芝ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑｽﾞ(株)や東芝ﾃﾞｼﾞﾀﾙｿﾘｭｰｼｮﾝ

(株)では、早期退職募集が始まっています。

しかし、いま東芝にとって大事なことは、

３年以上にわたる出向や転籍と早期退職募集

などで傷ついた職場の人間関係を改善し、将

来への展望を確かなものにすることです。

安易な早期退職募集や事業所・子会社の再

編成による人減らしリストラは許せません。

「デジタルトランスフォーメーション」や

「ＣＰＳテクノロジー」の基礎には「人間尊

重」と「人材育成」の経営方針がつらぬかれ

るべきです。

東芝経営者に求められているのは、「人員

削減、株主への利益還元」という投資ファン

ドの短期的利益・圧力に流されず、豊富な人

材を新しい事業に振りむけ、成長する展望を

示すことです。労働組合には、経営幹部に対

して労働者の雇用と権利を守らせる取り組み

が求められます。原発事業失敗と粉飾決算問

題のあやまちは繰り返せません。

いまこそ、職場で働く

皆さんの声を活かして雇

用・権利を守り、生活を

向上させましょう。

一人でも 加入できる労働組合です

生活と権利を守るために

会社と団体交渉ができます

一人で悩まず、ご相談下さい

電 機 ・ 情 報 ユ ニ オ ン
Tel:03-6421-5323 Fax:03-6421-5324
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東 芝 Nextプ ラ ン に

早期退職募集の前にやるべきことは？

人材を活用した経営努力を
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東芝グループ会社で働く皆さん、

派遣契約や請負契約などで働くみなさん

わたしたちは、一人ひとりの人権が尊重さ

れる明るい職場づくりをめざしています。

東芝ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑｽﾞ(株)(ＥＳＳ社）や東芝ﾃﾞ

ｼﾞﾀﾙｿﾘｭｰｼｮﾝ(株)（ＴＤＳＬ社）では、早期退

職面談が始まっています。

「グループ長（課長）から『4月から君の仕

事がない』と早期退職募集説明会への参加を

強要された。その話し方が部長から指示され

た通りにやっているようでこわかった。言わ

れたら東芝をやめるしかないんですか？」

このような相

談が、東芝の職

場を明るくする

会に寄せられて

います。

東芝Nextプランでは、「人員削減は自然減

を中心に、早期退職募集は希望者で」となっ

ています。1月10日付け（ESS総務部）文書で

も「説明会出席対象者は希望者」となってい

ます。部毎に削減対象者を決め、個別に説得

するやりかたは、パワハラにつながる違法な

人事対策であり許せません。

日本政府の原発輸出政策は全世界で失敗し、

日立もイギリスで３０００億円の巨額損失で

す。安倍自公政権のエネルギー政策に未来は

ありません。使用済み核燃料や放射性廃棄物

の処理方法に見通しがたたないのですから、

いまこそ東芝は「原発はゼロ・再生可能エネ

ルギーの活用を」という社会的な要請にこた

えて、底力を発揮すべきではないでしょうか。

東芝磯子エンジニアリングセンターは、沸

騰水型と加圧水型の原子力発電システムの開

発と輸出拡大を目的に設立されましたが、い

まは、原発輸出事業からの撤退が決まり、多

くの技術者が他部門に配置転換されることに

なります。優秀な力量をそなえた人が、新し

い分野で活躍することが期待されています。

「少なくなった人員で苦労している。残業

が減って生活が苦しい。昇格と賃上げが切実

に必要です」という声が増えています。

「春闘では、緊急対策の減収分をおぎなう

特別一時金を」という声もあります。

東芝の職場を明るくする会がおこなったア

ンケートには、人員削減・早期退職募集など

に厳しい批判が寄せ

られています。

成果主義の弊害となっ

ている差別的な処遇や

査定の改善も急務です。

配転・出向・転籍で

は、法令や労使協定を

活用して労働者一人ひ

とりの権利と幸せな家

庭生活を守るために力を合わせましょう。

東芝の職場を明るくする会ＨＰを見よう

検索のキーワードは 「東芝の職場」
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東芝は早期退職を強要するな
再就職支援説明会への参加は本人希望で

パワハラ面談は直ちにやめよ

「4月から、きみの仕事がない、

早期退職に応じなさい」は不当

日立も原発で 損失３０００億円

東芝の職場を明るくする会は、

力を合わせ労働者の権利を守ります

人員削減計画・アンケート回答


